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「
砧
」
を
歩
く
　

廣 

田
　
幸 

稔

　
能
「
砧
」
の
舞
台
は
福
岡
県
遠
賀
郡
芦
屋
、
遠
賀
川
の
河
口
付
近
に

広
が
る
地
域
で
す
。
第
四
回
廣
田
鑑
賞
会
（
2
0
0
5
）
同
曲
を
舞
わ

せ
て
頂
い
て
以
来
、
遠
賀
川
に
は
二
度
目
の
来
訪
で
す
。

　
J
R
九
州
鹿
児
島
本
線
水
巻
駅
で
下
車
。
駅
前
の
田
ん
ぼ
道
は

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
も
あ
る
ロ
ー
タ
リ
ー
に
整
備
さ
れ
、
2
0
2
0
年

3
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
「
水
巻
天
然
温
泉
い
ち
ょ
う
の
湯
」
も

あ
っ
て
、
す
っ
か
り
明
る
く
近
代
的
な
駅
前
に
変
わ
り
ま
し
た
。
事
前

に
調
べ
た
水
巻
町
歴
史
資
料
館
（
遠
賀
郡
水
巻
町
）
に
行
く
た
め
駅
か

ら
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
、
ま
ず
は
立
屋
敷
地
区
遠
賀
川
流
域
の
八や
つ
る
ぎ
じ
ん
じ
ゃ

劔
神
社

へ
向
か
い
ま
す
。

　
八
劔
神
社
の
主
祭
神
は
日
本
武
尊
と
砧
姫
命
。
由
緒
に
よ
る
と
「
第

十
二
代
景
行
天
皇
の
御
代
、
日
本
武
尊
は
筑
紫
の
熊
襲
征
伐
の
途
次
、

こ
の
地
で
砧
姫
を
娶
ら
れ
た
。
尊
が
東
国
征
伐
の
帰
途
、
崩
御
さ
れ
た

の
を
聞
き
、
尊
の
仮
宮
跡
に
社
祠
を
築
き
、『
御
館
大
明
神
』
と
し
て

祭
る
を
当
神
社
の
起
源
と
す
る
。
後
に
『
八
劔
大
明
神
』
と
改
称
」
と

あ
り
ま
す
。
境
内
に
は
樹
齢
六
百
年
を
超
え
る
銀
杏
の
大
木
が
あ
り
、

遠
賀
川
土
手
に
は
二
本
の
夫
婦
銀
杏
も
葉
を
茂
ら
せ
て
い
ま
す
。
運
転

手
さ
ん
曰
く
、
夫
婦
銀
杏
の
方
が
、
ぎ
ん
な
ん
が
よ
く
な
り
、
地
域
の

↑JR 九州水巻駅

←八劔神社本殿

↑稲作文化発祥の地の碑
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婦
人
会
で
集
め
て
収
益
は
境
内
の
収
益
に
あ
て
て
い
る
と
か
。
ま
た
、

水
巻
町
歴
史
資
料
館
に
あ
っ
た
『
砧
姫
物
語
』
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、

砧
姫
は
讒
言
に
よ
り
都
か
ら
水
巻
の
地
に
逃
れ
て
き
た
こ
と
、
尊
は

砧
を
打
つ
彼
女
の
美
し
さ
に
惹
か
れ
砧
姫
と
名
乗
ら
せ
た
こ
と
、
二
人

の
間
に
生
ま
れ
た
男
児
は
砧
王
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
と
、
日
本
武
尊
が

東
国
征
伐
に
向
か
う
時
に
銀
杏
を
植
え
た
こ
と
と
あ
り
ま
す
。
同
じ
く

遠
賀
郡
水
巻
町
の
長
専
寺
に
は
、
砧
姫
の
墓
と
伝
え
ら
れ
る
古
墳
よ
り

出
土
し
た
鏡
を
、
鏡
観
音
と
し
て
祭
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
直
接
、

能
「
砧
」
と
の
関
係
は
な
い
で
す
が
、
夫
の
帰
り
を
待
つ
砧
と
い
う
名

の
女
性
が
い
た
こ
と
が
伝
説
と
し
て
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　
能
「
砧
」
の
女
の
夫
は
「
芦
屋
の
何
某
」
で
す
。
遠
賀
川
河
口
に
は

芦
屋
津
の
港
が
あ
り
、
茶
道
で
使
わ
れ
る
芦
屋
釜
の
産
地
で
す
。
親
切

に
対
応
し
て
く
だ
さ
っ
た
水
巻
町
歴
史
資
料
館
学
芸
員
の
方
に
感
謝
し

つ
つ
、
芦
屋
町
歴
史
民
俗
資
料
館
（
遠
賀
郡
芦
屋
町
）
に
足
を
伸
ば
し
、

そ
こ
で
タ
ク
シ
ー
を
下
車
し
ま
し
た
。

　
芦
屋
釜
は
十
四
世
紀
南
北
朝
頃
か
ら
製
造
が
始
ま
り
、
室
町
時
代
に

か
け
て
茶
道
の
湯
釜
と
し
て
盛
ん
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
茶

の
湯
文
化
の
担
い
手
が
公
家
・
武
家
・
寺
社
か
ら
、
堺
や
京
の
町
衆
に

移
る
こ
と
で
、
芦
屋
釜
に
代
わ
り
京
三
条
釜
座
が
台
頭
し
ま
す
。

　
資
料
館
に
は
縄
文
弥
生
時
代
の
出
土
品
か
ら
中
世
、
近
世
の
展
示
品

が
数
多
く
あ
り
、
源
平
合
戦
町
内
史
跡
図
や
、
伊
万
里
焼
を
船
に
載

せ
て
全
国
を
売
り
歩
い
た
芦
屋
の
旅た
び
ゆ
き
し
ょ
う
に
ん

行
商
人
の
旅
程
図
、
時
宗
念
仏

鳥居左手は福岡県指定天然記念物八劔神社の大イチョウ→←芦屋港
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踊
り
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
福
岡
藩
最
大
の
芸
能
集
団
・
芦
屋
役
者

の
資
料
な
ど
を
興
味
深
く
見
て
回
り
ま
し
た
。

　
中
で
も
応
安
元
年
（
1
3
6
8
）
に
創
建
さ
れ
た
時
宗
の
金
台
寺
は
、

旧
遠
賀
郡
一
帯
を
支
配
し
た
山
鹿
城
主
麻
生
氏
の
菩
提
寺
で
も
あ
り
、

中
世
に
は
栄
華
を
誇
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
時
宗
の
寺
は
芸
能
者
や
商
工

を
生
業
と
す
る
人
々
の
拠
点
で
あ
り
、
時
衆
の
中
に
は
世
阿
弥
・
観
阿

弥
の
よ
う
な
優
れ
た
芸
能
者
も
い
た
と
い
う
説
明
に
少
し
嬉
し
く
な
り

ま
し
た
。

　
夫
の
帰
り
を
待
つ
砧
姫
、
芸
能
や
職
能
に
優
れ
た
時
衆
の
人
た
ち
、

そ
の
拠
点
と
な
っ
た
時
宗
の
寺
。
物
語
が
残
っ
て
い
く
要
素
を
感
じ
た

旅
で
し
た
。

　
令
和
五
年
文
月
吉
日

↑芦屋町歴史民俗資料館 ↑夫婦銀杏　遠賀河畔を走る県道73号直方水巻線の両側にたつ

←芦屋港


